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愛
媛
県 

新
居
浜
市

　

十
一
月
十
五
日
、
新
居
浜
市
の
人
材
育
成

の
取
り
組
み
な
ど
を
取
材
す
る
た
め
、
松
山

か
ら
Ｊ
Ｒ
予
讃
線
の
特
急
列
車
に
乗
っ
た
。

車
窓
か
ら
は
、
左
手
に
波
静
か
な
瀬
戸
内
海

が
所
々
に
顔
を
出
し
、
右
手
に
は
四
国
山
地

の
稜
線
が
続
く
。
そ
ん
な
景
色
に
見
と
れ
る

こ
と
一
時
間
、
西
日
本
最
高
峰
の
石
鎚
山
な

ど
急
峻
な
山
々
が
増
え
は
じ
め
た
か
と
思
う

と
、
ま
も
な
く
新
居
浜
駅
に
到
着
し
た
。

　

駅
周
辺
は
土
地
区
画
整
理
が
施
さ
れ
、
駅

前
に
は
賑
わ
い
づ
く
り
の
核
と
し
て
建
設
さ

れ
た
総
合
文
化
施
設
「
あ
か
が
ね
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」、
広
場
や
駐
車
場
、
駅
南
北
を
つ
な

ぐ
自
由
通
路
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
自
転
車
歩

行
者
道
を
設
け
た
総
幅
員
二
七
ｍ
の
シ
ン
ボ

ル
ロ
ー
ド
を
軸
に
整
然
と
し
た
街
並
み
が
形

成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
を

通
っ
て
二
〇
分
ほ
ど
歩
い
た
と
こ
ろ
に
市
庁

舎
は
あ
る
。

新
居
浜
市
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

新
居
浜
市
は
、
四
国
の
瀬
戸
内
海
側
の
ほ

ぼ
中
央
に
位
置
す
る
人
口
約
十
二
万
人
の
都

市
。
一
六
九
一
（
元
禄
四
）
年
に
開
坑
さ
れ

た
別
子
銅
山
が
繁
栄
の
足
が
か
り
を
築
き
、

非
鉄
金
属
、
産
業
機
械
、
化
学
工
業
な
ど
の

住
友
グ
ル
ー
プ
と
そ
の
企
業
群
に
よ
り
、
四

国
有
数
の
工
業
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

　

別
子
銅
山
は
、
一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）

年
の
閉
山
ま
で
三
世
紀
近
く
の
長
い
間
、
住

友
と
い
う
一
企
業
に
よ
っ
て
採
鉱
さ
れ
た
世

界
に
も
例
の
な
い
鉱
山
で
、
そ
の
事
業
跡
を

市
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
市
で
は
、
そ
れ
ら
産
業
遺
産
群
を
活
か

し
た
観
光
振
興
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
そ
の

拠
点
と
し
て
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
マ
イ
ン
ト

ピ
ア
別
子
」
を
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
で
運
営

し
て
い
る
。

　

マ
イ
ン
ト
ピ
ア
別
子
は
、端
出
場（
は
で
ば
）

と
東
平
（
と
う
な
る
）
の
二
つ
の
ゾ
ー
ン
か

ら
な
り
、
端
出
場
ゾ
ー
ン
に
は
、
鉱
山
鉄
道
、

観
光
坑
道
、
砂
金
採
り
体
験
パ
ー
ク
、
天
然

温
泉
な
ど
が
あ
り
、
幅
広
い
世
代
が
楽
し
め

る
。
東
平
ゾ
ー
ン
は
、
か
つ
て
別
子
銅
山
の

採
鉱
本
部
が
置
か
れ
、
社
宅・学
校・娯
楽
場・

接
待
館
が
建
て
ら
れ
る
な
ど
山
の
町
と
し
て

賑
わ
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
天
空
に
そ
び
え

る
よ
う
な
そ
の
景
観
か
ら
「
東
洋
の
マ
チ
ュ

ピ
チ
ュ
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
貯
鉱
庫
、

索
道
基
地
、
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
な
ど
の
遺
構
が

集
中
し
て
お
り
、
歴
史
資
料
館
や
マ
イ
ン
工

房
な
ど
の
施
設
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
別
子
銅
山
と
と
も
に
全
国
的
に
名

高
い
の
が
、
毎
年
、
十
月
中
旬
に
開
催
さ
れ

る「
新
居
浜
太
鼓
祭
り
」。徳
島
の
阿
波
踊
り
、

高
知
の
よ
さ
こ
い
祭
り
と
並
ぶ
四
国
三
大
祭

り
に
数
え
ら
れ
、
金
糸
銀
糸
に
彩
ら
れ
た
五

〇
台
を
超
え
る
絢
爛
豪
華
な
太
鼓
台
が
市
街

を
練
り
歩
き
、
期
間
中
は
県
内
外
か
ら
二
〇

万
人
も
の
見
物
客
で
賑
わ
う
。
最
大
の
見
ど

こ
ろ
は
、
複
数
の
太
鼓
台
が
市
内
各
所
に
集

ま
り
、
重
さ
三
ト
ン
を
超
え
る
太
鼓
台
を
一

新居浜市庁舎

四国三大祭りに数えられる「新居浜太鼓祭り」

あかがねミュージアムは、その名のとおり外壁には「あかがね=銅」の板が
流線状に張られている
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は
「
広
域
連
携
と
地
域
特
性
を

踏
ま
え
た
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
」
で
、
三
市
（
新
居
浜
・
西

条
・
四
国
中
央
）
連
携
や
ま
ち

の
コ
ン
パ
ク
ト
化
を
推
進
す
る

と
し
て
い
る
。

　

ま
ち
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
に
関

し
て
は
、
平
成
三
〇
年
度
を
目

途
に「
立
地
適
正
化
計
画
」「
公

共
施
設
再
配
置
計
画
」
の
策
定

を
進
め
て
い
る
が
、
こ
の
点
に

触
れ
て
、
建
設
部
次
長
（
兼
）

都
市
計
画
課
長
の
庄
司
誠
一
氏

は
、「
新
居
浜
市
を
含
む
東
予

広
域
都
市
計
画
区
域
で
は
、
市

街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域

と
の
区
分
、
い
わ
ゆ
る
線
引
き

を
平
成
十
六
年
に
廃
止
し
ま
し

た
。
ど
こ
に
で
も
家
を
建
て
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
す

が
、
人
口
が
減
っ
て
い
る
中
で
、
市
街
地
が

よ
り
広
が
っ
て
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
と
、

今
後
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
広
が
っ
て

い
っ
た
市
街
地
を
ど
う
維
持
管
理
し
て
い
く

か
が
大
き
な
課
題
」
と
話
し
た
。

人
材
育
成
の
取
り
組
み

　

新
居
浜
市
の
「
人
材
育
成
基
本
方
針
（
第

一
次
改
訂
版
）」
を
見
る
と
、〈
図
〉
の
と
お

り
、
求
め
ら
れ
る
職
員
像
と
し
て
３
Ｃ

（Challenge

・Cost

・Change

）
を
定
め

て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
三
つ
の
職
員
像
に

近
づ
き
、
市
民
満
足
度
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
研

修
・
提
案
制
度
な
ど
に
よ
る
「
職
員
の
育
成
」

や
人
事
評
価
制
度
を
活
用
し
た
「
職
員
の
評

五
〇
人
余
り
の
か
き
夫
と
呼
ば
れ
る
男
衆
が

担
ぎ
上
げ
、
そ
の
勇
壮
さ
を
競
う
「
か
き
く

ら
べ
」。
男
衆
を
鼓
舞
す
る
よ
う
に
太
鼓
が

早
打
ち
さ
れ
、
見
物
客
を
巻
き
込
み
、
祭
り

は
最
高
潮
に
達
す
る
と
い
う
。

総
合
戦
略
に
見
る

新
居
浜
市
の
ま
ち
づ
く
り

　

新
居
浜
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
「
新
居
浜
市

総
合
戦
略
」（
平
成
二
七
年
十
二
月
策
定
）

か
ら
概
観
す
る
と
、目
標
人
口
の
達
成
と「
住

み
た
い 

住
み
続
け
た
い 

あ
か
が
ね
の
ま

ち
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、
四
つ
の
基
本
目

標
を
掲
げ
て
い
る
。
一
つ
は
「
雇
用
の
創
出

と
地
元
産
業
の
振
興
」
で
、
本
市
の
基
幹
産

業
で
あ
る
も
の
づ
く
り
産
業
の
振
興
、
住
友

各
社
と
の
連
携
強
化
や
企
業
誘
致
の
促
進
が

主
要
施
策
。
二
つ
は
「
定
住
人
口
・
交
流
人

口
の
拡
大
」。
健
康
で
活
動
的
な
ア
ク
テ
ィ

ブ
シ
ニ
ア
を
対
象
と
し
た
全
国
初
の
企
業
城

下
町
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
導
入
な
ど
の
施
策
で
、

移
住
・
定
住
の
促
進
を
図
る
。
ま
た
、
別
子

銅
山
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
の
活
用
等
に
よ

り
、
交
流
人
口
の
増
加
を
推
進
す
る
。
三
つ

は
「
子
育
て
支
援
の
充
実
と
健
康
長
寿
社
会

の
実
現
」
で
、
子
育
て
世
代
へ
の
経
済
的
支

援
の
拡
充
な
ど
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
健
康
寿
命
を
延
伸
す
る
。
四
つ

別子銅山の産業遺産を活用したテーマパーク「マイントピア別子」
端出場ゾーン（上）と東平ゾーン（下）がある。

新居浜市の人材育成の概念図
少数精鋭による市民満足度の高い行政サービスの提供

組織全体のレベルアップ

職員が持てる能力を最大限に発揮

職員の成長
（3つの求められる職員像に近づいていく）

職員の確保
職員の評価
【人事評価】

職員の育成
【研修・職員
提案制度】

コスト
（Cost）

チェンジ
（Change）

プロ意識、時代に即応して
変革（チェンジ）
人材の活用

コスト意識、市民視点
人材の育成

チャレンジ
（Challenge）
郷土愛、チャレンジ精神旺盛

人材の確保

求められる職員像「3C職員」

職員の活用
【適材適所の配置】
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価
」
な
ど
の
方
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

研
修
に
つ
い
て
は
、
職
場
研
修
、
職
場
外

研
修
、
自
主
研
修
の
三
本
立
て
で
実
施
し
て

お
り
、
さ
ら
に
職
場
外
研
修
は
、
職
位
や
経

験
年
数
に
応
じ
て
必
要
な
知
識
を
習
得
す
る

「
基
本
研
修
」、
時
代
に
即
し
た
研
修
や
、
人

権
感
覚
、
Ｏ
Ａ
能
力
等
の
向
上
を
図
る
「
特

別
研
修
」、
組
織
内
で
は
得
ら
れ
な
い
高
度

で
専
門
的
な
知
識
や
幅
広
い
見
識
を
養
う

「
派
遣
研
修
」
に
分
か
れ
て
い
る
。

　

特
別
研
修
の
一
つ
、
技
術
職
員
向
け
に
三

年
前
か
ら
実
施
し
て
い
る「
技
術
職
員
研
修
」

は
、
庄
司
次
長
が
中
心
に
な
っ
て
計
画
し
て

い
る
も
の
で
、
今
年
度
は
「
各
課
の
事
業
内

容
説
明
」「
工
事
検
査
班
に
よ
る
研
修
」「
立

地
適
正
化
計
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」「
測
量

設
計
実
地
研
修
」
の
四
研
修
を
実
施
し
た
。

こ
の
研
修
を
計
画
し
た
理
由
を
庄
司
次
長
に

伺
う
と
、
団
塊
世
代
の
大
量
退
職
に
よ
る
技

術
継
承
の
課
題
や
、
事
業
量
の
減
少
や
民
間

へ
の
業
務
委
託
の
増
加
に
伴
い
、
技
術
職
員

の
現
場
経
験
が
不
足
し
て
い
る
現
状
に
触
れ

な
が
ら
、「
特
に
若
手
職
員
を
見
て
い
る
と
、

自
分
で
測
量
し
た
り
、
設
計
し
た
り
す
る
基

本
的
な
部
分
が
疎
か
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
現
状
の
仕
事
で
手
い
っ
ぱ
い
な

の
は
分
か
る
の
で
す
が
、
研
修
を
通
じ
て
、

そ
う
し
た
技
術
力
を
少
し
で
も
身
に
付
け
て

も
ら
え
れ
ば
」
と
そ
の
意
図
を
説
明
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
派
遣
研
修
の
一
機
関
と
し

て
「
職
員
研
修
計
画
」
に
も
紹
介
さ
れ
て
お

り
、〈
表
〉
の
と
お
り
、
平
成
二
九
年
度
は

九
名
の
職
員
を
派
遣
い
た
だ
い
た
。
研
修
予

算
を
組
む
人
事
課
の
塩
崎
秀
一
副
課
長
は

「
派
遣
に
あ
た
っ
て
は
、
事
業
と
の
兼
ね
合

い
で
職
務
命
令
の
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
基

本
的
に
は
予
算
の
枠
内
で
職
員
本
人
の
希
望

を
優
先
し
て
い
ま
す
。
ま
た
受
講
後
は
、
報

告
資
料
を
つ
く
っ
て
課
内
で
発
表
す
る
な

ど
、
そ
の
成
果
を
共
有
す
る
取
り
組
み
も
お

願
い
し
て
い
ま
す
」と
説
明
す
る
。
そ
し
て
、

セ
ン
タ
ー
研
修
の
評
価
に
関
し
て
、
豊
富
な

研
修
メ
ニ
ュ
ー
や
講
師
陣
の
充
実
ぶ
り
を
指

摘
し
た
。

セ
ン
タ
ー
研
修
を
受
講
し
た
感
想

　

セ
ン
タ
ー
研
修
の
感
想
に
つ
い
て
は
、
水

道
局
工
務
課
の
立
花
由
貴
さ
ん
と
秋
山
弘
介

さ
ん
、
建
設
部
道
路
課
の
村
上
智
彦
さ
ん
に

お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

立
花
さ
ん
は
平
成
二
八
年
、
下
水
道
建
設

課
所
属
の
と
き
に
設
計
の
こ
と
を
も
う
一
度

勉
強
し
直
し
た
い
と
、『
土
木
技
術
の
ポ
イ

ン
ト
Ａ
（
計
画
・
設
計
コ
ー
ス
）』
を
受
講

し
た
。「
基
礎
工
や
仮
設
工
、
各
種
構
造
物

の
計
画
設
計
を
幅
広
く
学
ん
だ
」
と
振
り
返

り
、「
特
に
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
の
計
画

設
計
で
は
構
造
計
算
の
や
り
方
を
詳
し
く
説

明
い
た
だ
き
、
実
際
に
そ
う
し
た
工
事
を
担

当
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
仕
事
に
も

す
ご
く
役
立
っ
た
」
と
話
し
た
。

　

秋
山
さ
ん
は
今
年
度
の
『
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
』
を
受
講
。「
今
年
か
ら
本
格
的

に
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
経
営
戦
略
を

練
り
直
す
作
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
た
め
、
研

修
を
通
し
て
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
イ

メ
ー
ジ
を
つ
か
ん
で
お
き
た
い
」
と
思
っ
た

の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
先
進
地
で
あ
る
仙
台
市
の
講
義
が

印
象
に
残
っ
て
い
る
と
言
い
、「
レ
ベ
ル
が

す
ご
く
高
い
な
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
ど
ん

な
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
本
気
で
取
り

組
ま
な
い
と
き
ち
ん
と
で
き
な
い
こ
と
を
教

え
ら
れ
た
」
と
話
し
た
。

　

補
修
を
担
当
す
る
村
上
さ
ん
は
、
新
規
採

用
で
入
っ
て
三
年
目
の
平
成
二
八
年
、
道
路

全
般
の
こ
と
が
知
り
た
い
と
思
っ
て
『
市
町

村
道
』
を
受
講
し
た
。
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
の

五
年
に
一
回
の
点
検
義
務
化
に
対
し
て
、
や

り
過
ぎ
で
は
な
い
か
と
思
う
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
そ
う
だ
が
、「
笹
子
ト
ン
ネ
ル
事
故
か
ら

の
経
緯
な
ど
を
知
っ
て
、
維
持
管
理
の
大
切

さ
を
再
確
認
で
き
た
」
と
話
し
、「
研
修
後

は
よ
り
高
い
意
識
で
老
朽
化
対
策
に
取
り
組

め
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
収
穫
を
口
に
し
た
。

お話を伺った新居浜市職員の皆さん

新居浜市のセンター研修参加状況（平成２9年度）
【参加人数：9名】

参加研修名 研修期間

建築設備工事監理 4日

建築確認実務Ⅱ 4日

建築リニューアル 3日

空き家対策 3日

建築物の環境・省エネルギー 3日

建築設備（電気） 10日

アセットマネジメント 3日

コンクリート構造物の維持管理・補修 3日

ＰＣ橋の維持管理 3日


